
思いやりのある子

「わたしたちが子どもたちへつないでいくもの」

加須市立騎西小学校

校 長 大 勝 進

先日６年生と鎌倉、箱根方面へ修学旅行に行ってきまし

た。天候にも恵まれて、とても楽しかった修学旅行でした。

グループで助け合いながらゴールを目指したり、活動の時

に気をつけることは何かを確認したりして、６年生が大き

く成長していました。また５年生が市内の音楽会に参加し

て、堂々と歌声を披露してきました。

さて、１０月はハロウィンがあるということで、神話や

伝説の中に出てくる動物や妖怪などの本を図書室で見つけ

て読んでみました。このような生き物は日本だけでなく、世界中あちこちにい

るようです。トロール、ユニコーン、クラーケンなど一度は耳にしたことがあ

るものがたくさん紹介されていました。

その中でも、「ドラゴン」「龍」についての内容が興味深かったので紹介し

ます。「ドラゴン」も「龍」もそれぞれ同じような生き物で分類されるようで

すが、西洋と東洋では扱いがちがいます。西洋の「ドラゴン」は人間にとって

は「悪い生き物」、童話に出てくる「騎士とドラゴンの戦い」は、「善と悪と

の戦い」を象徴しているとのことでした。反対に東洋の「龍」は、「龍神」と

もいわれていて、神聖で高貴な存在、人間に幸せをもたらしてくれるものと紹

介されていました。確かに日照りが続いたときは、龍神様が住むという池や沼

で雨乞いをした、という昔話を聞いたことがあります。また、日本各地にある

美しい滝にも、龍がいた、龍神様が住んでいる、といわれる場所がたくさんあ

るようです。

人間がこの世に生まれてから、先輩たちはいろいろな物を作り出して、自分

たちにとって便利な世の中を作ってきました。しかし、きっと感染症や原因不

明の病気、戦争、自然災害などわけもわからず恐れたり、逃げ回ったりしたこ

ともあったはずです。そんな恐怖や不安を空想上の動物や妖怪などに置き換え

ていたと考えられます。改めて、地球環境への感謝、自然災害を適度に怖がる、

ご先祖様を大切にする、家族を思いやるなど、先輩たちから受け継いだことを、

子どもたちにも大切にするように話していきたいです。
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